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◆2024 年度 学校自己評価について 
 
学校法人八文字学園 水戸経理専門学校は、創立以来、常に時代のニーズを先取りした

実務教育を徹底し、また最先端の教育設備を整え、専門的で実践的な人材を社会に送り出

してきました。現在、「オフィスビジネス学科」「医療秘書学科」「ホテル・ブライダル

学科」「診療情報管理学科」の 4 つの学科を設置し、常に社会情勢や業界の動向を見なが

ら、求められる人材像について検討を重ねております。毎年、学科やカリキュラム編成な

どの見直しを行い、教育内容の改善に努め、真に実社会から必要とされるスペシャリスト

の育成を使命として有為な人材を送り出しております。 
また、本校では、未曽有の自然災害や社会変革に対応できる技術知識を身につけた、社

会が求める課題対応能力を持つスペシャリストの育成を使命としております。 
 
文部科学省「専修学校における学校評価ガイドライン」を参考として、2024 年度学校自

己評価を実施し、本校の教職員が更なる教育の質の向上を目的として自校の教育活動その

他学校の状況について客観的に評価し、現状の把握、問題点の発見ならびに改善策の検

討・実施を行っております。 
 
１．対象期間（2024 年 4 月 1 日～2025 年 3 月 31 日） 

 
２．実施方法 

 
（１）自己点検評価委員会による評価 

学校長をトップとして学校自己評価委員会を設置し、その規定によって方針を

定め自己点検・自己評価を実施し、改善に取り組んでいます。 
（２）参考基準：「専修学校における学校評価ガイドライン」 
（３）評価期限：年一回年度末 
（４）評価結果の公開：報告書の作成保管およびホームページにて公開しております。 

 
３．自己評価の項目 

 
自己評価は、以下の 11 項目について実施します。 

 
（１） 教育理念・目的 

（２） 学校運営 

（３） 学校活動 

（４） 学修成果 

（５） 学生支援 

（６） 教育環境 

（７） 学生の受け入れ募集 

（８） 財務 

（９） 法令等の遵守 

（10） 社会貢献・地域貢献 

（11） 国際交流 

４． 学校関係者評価（自己評価結果）の評価の仕方  
 
１）自己点検・自己評価の実施  
学校関係者委員会の実施に先立ち、『専修学校における学校評価ガイドライン』に則って、

2024年度自己点検・自己評価を実施した。点検項目は、11分類 64項目である。『2024年
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度自己点検評価報告書』には、各項目の自己点検実施状況を記載し、自己評価ポイントを

示した。 
 
【評価方法】 

 
（適切：4  ほぼ適切：3  やや不適切：2  不適切：1  無該当：0） 
 
また、①課題、②今後の改善方法、③特記事項を記載し、自己点検評価委員会により教員

の評価平均と問題点と改善策についてまとめた『2024 年度学校自己評価報告書』を学校関

係者評価委員会に提出した。 
 
２）自己点検・自己評価結果の報告  
学校関係者評価委員会では、本書である『2024 年度学校自己評価報告書』を用いて、学校

関係者委員に対して、各項目の自己点検実施状況及び、自己評価ポイント、現状および問

題点と改善策を開示し、その評価を依頼する。 
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５.評価項目の達成及び取り組み状況 

 

◇１  教育理念・目的       総合評価 3.38 

 
教育理念 

 

  人間力の育成 
１．コミュニケーション能力の重視 

人と人を心でつなぎ、自ら考え回答できる人間性豊かな人材の育成 
２．プレゼンテーション能力の育成 

自己表現力、論理的な思考と構成のスキルの向上を図り、より良い提案を的確に伝

える力を育成する 
３．よりよいマナーの修得 

職業人として当たり前のことを当たり前にできる意識と実践力を育成する 
 
水戸経理専門学校は、この教育理念にプラスして、一つでも多くの高度な資格を取得し、

スペシャリストの育成を目的として、常に問題解決型指向の人材養成に取り組んでおり

ます。 
 
（１）評価 

評 価 項 目 平均評価（4～1） 

ア 
学校の理念・目的・育成人材像は定められているか 
（専門分野の特性が明確になっているか） 

3.38 

イ 学校における職業教育の特色を示しているか 3.75 
ウ 社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか 3.25 

エ 
学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが学生・

保護者に周知されているか 
2.88 

オ 
各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニ

ーズに向けて方向づけられているか 
3.63 

 
（２）現状および問題点と改善策 

 
1． 人間性を高め、専門知識の質を向上させるという教育理念が明確に定められ、パンフ

レットやホームページ等で公開している。 
2． ホームページやパンフレット等に学科ごとの職業教育の特徴を明確に表している。今

後も業界の動きを的確にキャッチし、改善に努めていく。 
少子化の傾向の中、更に特色のあるカリキュラム作成が必要である。また各教員のス

キルアップが必要である。 
ウ．常に社会情勢や業界の動向を見ながら、求められる人材像を検討し、学科やカリキュ

ラム編成などの見直しを行い、教育内容の改善・改良に努めている。 
  学科担当教員も求人先に出向き、現場の生の声を直接聞く機会を増やしていった方が

良いのではないか。 
エ．教育理念は明確であり、入学前のオープンキャンパス、入学後も各種集会やホームル

ーム等、機会があるたびに周知するよう努めている。保護者に対しても三者面談等の

来校時には、十分理解して頂けるように努めている。 
  就職に対する意識の低い学生もいるので、入学時から目的意識を明確にさせる必要が

ある。 
  専門的知識の習得だけではなく、「ホスピタリティ」や「コミュニケーション力」を
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高める授業を取り入れ、人を育てる学校を目指していく。 
オ．教育課程編成委員会において、業界団体、有識者の声を参考に、変化に対し敏感に柔

軟性をもって対応している。 
  カリキュラムの変更を行い、資格試験の取得だけではなく業界が求める人材の育成に

力を入れる。 
 

◇２  学校運営        総合評価 3.36 

 
（１）評価 

評 価 項 目 評価（4～1） 
ア 目的等に沿った運営方針が策定されているか 3.50 
イ 運営方針に沿った事業計画が策定されているか 3.25 

ウ 
運営組織や意識決定機能は、規則等において明確化されている

か、有効に機能しているか 
3.25 

エ 人事、給与に関する制度等は整備されているか 3.25 

オ 
教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されてい

るか 
3.13 

カ 
業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されて

いるか 
3.38 

キ 教育活動等に関する情報公開が適切になされているか 3.63 
ク 情報システム化等による業務の効率化が図られているか 3.50 

 
（２）現状および問題点と改善策 

 
ア．全体計画・単年度重点計画を定め、教育理念に基づいた学校運営のための各種諸規定

を整備しているが、毎年見直しを行い、社会情勢の変化に対応したものとしていかな

ければならない。 
１条校を意識した学校としての品位を前提に学校運営方針が定められている。 

イ．年度ごとに事業計画を策定し、年度初めに全教職員対象の研修会および教育研修会で

周知している。社会情勢に合わせ、随時見直しを行っていく。 
ウ．昨年から学校運営に関する組織の改革を図り、問題点の改善や状況に応じて対策を講

じ、より良くなるよう整備をしているところである。 
エ．人事、給与に関する制度は、時代に合わせたものになるよう整備しているところであ

り、教職員が良い環境で仕事ができるよう改革を進めている。 
  教員の確保や外部講師を増やすなど、余裕のある授業が行えるよう整備していく必要

がある。 
人事面においては、問題点を明らかにし、今後も改善の方策を検討していく。 
Slack や GoogleDrive の新システム導入により、教職員間のコミュニケーションや情

報伝達、情報処理など業務の効率化が図られている。 
オ．学園全体の組織における業務分掌と明文化を進めた。各担当者の業務内容を明確にし、

かつ組織整備など意思決定システムをさらに整えていく。 
カ．学内規程・マニュアル・倫理・社会貢献の遵守など常識程度や最低限のレベルでの自

発的な取り組みをしており、また状況に応じて個別的に適切に対応している。 
規定の整備や組織的な取り組みについては今後の検討課題である。 

キ．教育活動とその成果については、ホームページやＳＮＳ、ポスター等を通じて適宜、

適切に公開している。学科ごとの教育の概要や成果については、入学案内書、ホーム

ページ、冊子にて公開している。 
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ク．2024 年度より GoogleDrive を利用して学園内のデータの共有を開始した。Slack も導

入され、学園内での情報共有を活性化し、コミュニケーションを強化している。また、

緊急時に早急な対応ができるよう教職員及び学生への専用メール（さくら連絡網）を

積極的に活用。今後は、学生に Googleアカウントを配布し、更に業務の効率化を図る。 
 

◇３  教育活動     総合評価 3.31 

 
（１）評価 

評 価 項 目 評価（4～1） 

ア 
教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されて

いるか 
3.63 

イ 
教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年

限に対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされて

いるか 
3.38 

ウ 学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか 3.63 

エ 
キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラム

や教育方法の工夫・開発などが実施されているか 
3.63 

オ 
関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カ

リキュラムの作成・見直し等が行われているか 
3.63 

カ 
関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインター

ンシップ、実技・実習等）が体系的に位置づけられているか 
3.63 

キ 授業評価の実施・評価体制はあるか 2.88 
ク 職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか 3.25 

ケ 
成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になってい

るか 
3.88 

コ 
資格取得等の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づ

けはあるか 
3.88 

サ 
人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員

を確保しているか 
2.75 

シ 
関連分野における業界等と連携において優れた教員（本務・兼

務を含む）を確保するなどマネジメントが行われているか 
2.63 

ス 
関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修

や指導力育成など、教員の資質向上のための取組が行われてい

るか 
2.88 

セ 職員の能力開発のための研修等が行われているか 2.75 
 
（２）現状および問題点と改善策 

 
ア．教育理念および各学科の教育目標に沿った教育課程の編成、・実施方針等が策定さ 

れている。 
イ．修業年限に対応した教育到達レベルや学習時間の確保を設定しているが、年度ごと 

の学力差異や個人差があり、到達レベルをどう維持していくかという問題もある。 
技術や業界の要求水準が年々変化する中、限られた年限での到達レベルについては継

続的な検討が必要である。 
ウ．学科ごとにカリキュラム（学科概要書、科目関連図、シラバス）は体系的に編成され

ている。 
エ．教育課程編成委員会において、業界団体、企業、有識者の声を参考に、育成人材像や
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業界のニーズの変化に対し、柔軟に対応している。 
オ．教育課程編成委員会において、業界団体、有識者の声を参考に、変化に対し敏感に柔

軟性をもって対応している。今後も、教育課程編成委員会の意見・提案等を取り入れ、

更なる充実を目指していく。 
カ．学科ごとに、企業等と連携した実習授業を行っており、実践的な職業教育について体

系的に位置づけているが、さらに充実した企業連携教育を目指していく。 
キ．学内評価・外部関係者評価ともに実施している。  
ク．外部関係者からの評価を取り入れ、カリキュラム編成の見直しなどを行っている。 
ケ．成績評価の基準は、学生心得の中で、わかりやすい言葉で具体的に示してあるので、

周知面では十分である。また、学則・教務内規およびシラバス等に明記されており、

それに従って運用している。 
コ．目標とする資格は、カリキュラム上で、わかりやすい言葉で、できるだけ具体的に示

しているので、周知の面では十分である。また、学生のレベルに合わせたクラス編成

を行い、必要に応じて個別指導を行うなど工夫を凝らしている学科もあるが、人材不

足等により指導体制が不十分な学科もある。 
  学科の垣根を越えて、お互いの意見を出し合える場を設けられると良いのではないか。 

サポート体制については、カリキュラムの実効性の評価や時間数、教育内容など学生

の状況を鑑みながら、今後も改良工夫を加えていく必要がある。 
サ．採用は、引き続き積極的に行っている。取得資格、経験年数、業務内容、指導力、人

間性等の教員の資質面を重視して行っているが、教員の確保は年々難ししくなってい

る。現教員の高齢化を踏まえ、今後の学校運営を担う教員の採用、確保を早急に行う

必要がある。 
シ．2025 年度カリキュラム変更に伴い、業界、企業等との連携を積極的に行い、授業内容

の改革に努める。 
ス．教員の研修については、①専門分野の最新技術や知識についての研修②指導力などの

研修を必要に応じて実施しなければならないが、まだまだ十分とは言えない。 
外部での研修においては、必要性を考慮した上で参加しているが、予算面や日常の授

業及び業務の多忙により参加できないケースもあり、業務改善により積極的、計画的

に研修に参加できる体制を整える必要がある。 
  研修に参加している教員が限られてしまっているため、業務の分担、時間割の調整を

するなどセミナーに参加できるよう環境を整え、指導力向上を図っていきたい。 
セ．能力開発の方法には、講演･討論などの集合研修，OJT(職場訓練)、自己啓発などがあ

るが、各学科の専門分野において個別に適宜実施してはいる。学科だけではなく学校

全体で組織的な教員の資質向上のための OJT や積極的に企業とのつながりを持ち、業

界を深く知り、関連するセミナー等への参加ができるよう今後検討する。 
 
◇４  学修成果     総合評価 3.35 

 
（１）評価 

評 価 項 目 評価（4～1） 
ア 就職率の向上が図られているか 3.75 
イ 資格取得率の向上が図られているか 3.63 
ウ 退学率の低減が図られているか 3.00 
エ 卒業生・在校生の社会的な活躍および評価を把握しているか 3.25 

オ 
卒業後のキャリア形成への効果を把握し、学校の教育活動の改

善に活用されているか 
3.13 
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（２）現状および問題点と改善策 

 
ア．各種講座やセミナーの開催、進路指導室での個人指導の徹底、企業求人情報の開示、

担任による就職対策、授業枠内や放課後を利用しての指導など、総合的な就職支援活

動を展開して就職率の向上を図っている。 
学内に企業の人事担当者を招き、仕事内容の把握や業界の動向を知り、企業とのマッ

チングや就職に対する意識付けを行っている。 
学内での会社説明会や採用試験なども行い就職率の向上に努めている。 

イ．各学科の主とする目標資格を設定し、特別講座や直前対策講座等、支援策を講じて組

織的に指導体制を組んでいる。また、毎年、指導法の工夫改善に努めている。 
ウ．退学防止策として担任による面接指導、カウンセリングの充実、生活指導、保護者と

のち密な連絡体制、基礎学力の充実等の指導に力を入れ、退学率の低減を図っている。 
  成人している年齢になるため、欠席や遅刻等、学生各自がしっかりと意識をもち管理

できるよう指導していく必要がある。 
  学生自身が自ら考え、学び、実行するプログラムを構築する。 
エ．卒業生の社会的活躍及び評価については、同窓会等の組織がないため、卒業生の来校

等によって、現在の職場での状況を確認する程度であるため、現状把握については十

分とは言えない。卒業生と接触する機会を積極的に設け、情報収集をするとともに同

窓会の設置等、組織的な取り組みが必要である。 
  卒業後の学生の状況が、正しく把握できていないので、OB・OG 会などの編成が必要

か。 
  卒業生の現住所・勤務先（職種・役職等）の調査だけでも実施できないか。 
オ．一部学科によっては卒業生を招き卒業後のキャリア講座（積み重ねた実地の経験）等

を実施し学校の教育活動に活用している。 
卒業生については、担任や就職相談室において、転職などの相談にも乗っている。 
今後、卒業生からの意見や評価を把握できるシステムづくりを検討していく。 
 

◇５  学生支援    総合評価 3.14 

 
（１）評価 

評 価 項 目 評価（4～1） 

ア 進路・就職に関する支援体制は整備されているか 3.50 
イ 学生相談に関する体制は整備されているか 3.38 
ウ 学生に対する経済的な支援体制は整備されているか 3.75 
エ 学生の健康管理を担う組織体制はあるか 2.88 
オ 課外活動に対する支援体制は整備されているか 2.88 
カ 学生の生活環境への支援は行われているか 2.88 
キ 保護者と適切に連携しているか 3.25 
ク 卒業生への支援体制はあるか 3.00 
ケ 社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか 3.00 

コ 
高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育

の取組が行われているか 
2.88 

 
（２）現状および問題点と改善策 

 
ア．専任の職員による就職相談室が設置され、担任と連携し履歴書作成や面接指導、各種  

セミナーや合同企業説明会の実施などを企画運営しており、年間就職活動スケジュー  
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ルをもとに、計画的に指導を行っている。 
イ．学校生活から私生活の相談など、クラス担任や学科長を中心に、各学科の教員が相談  

に応じフォローしている。 
  オンラインカウンセリング「コトリー」を導入し、教員だけでなく第三者の機関を入

れることで、学生が精神的に発散できる場所を新たに設置した。 
ウ．定期券半額負担制度（応援学割）、スクールバスの運行、特待生入学制度（学業特待、

資格特待、精勤特待、オープンキャンパス特典）等、経済的に支援する制度を整備し

ている。 
日本学生支援機構奨学金や日本政策金融公庫の「国の教育ローン」・県の奨学金、民

間奨学金等を学生支援センターが中心となり積極的に紹介し、経済的な相談・支援を

行っている。 
エ．定期的に健康診断を実施し、必要な場合は学校医と連携して適切な対応を行う。 

規則正しい生活の指導、精神的な安定の重要性やゆとりある生活の推進など「心と体

の健康管理」の支援をしているが、家庭の問題などもあり難しい面もある。 
校内に体調不良を訴える学生に対しての医務室（保健室）が整備されているが、衛生

面をもっと整える必要がある。 
AED を設置していない校舎もあるので、改善の必要がある。 

オ．カリキュラムを変更し、フィジカルコミュニケーションやボランティア活動など、外

に出る機会を増やし、視野を広げていく。その為の他の機関との連携を築く必要があ

る。 
カ．一人暮らし支援制度により、経済的支援を行っており、県外からの学生を増やすべく

学生寮について建設予定となっている。 
キ．成績・出欠状況・資格取得状況等、学生に配布し、状況に応じて電話連絡、面談など

密に連携し、適宜三者面談等を実施している。 
ク．担任レベルで卒業後の連絡や就職相談室への転職相談などはあるが、学校レベルでの

卒業生をフォローアップする体制は整備する必要がある。 
ケ．実習設備関係については、産業界で現在利用されている環境を念頭に整備している。 
コ．高校生向けに各学科による模擬授業、簿記講座、医療事務関係の講座などを行い、生

徒のスキル向上を図るとともに、職業への関心を高める支援を行っている。 
 
◇６  教育環境      総合評価 3.13 

 
（１）評価 

評 価 項 目 評価（4～1） 

ア 
施設・整備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備され

ているか 
3.13 

イ 
学内外の実習施設、インターンシップ等について十分な教育体

制を整備しているか 
2.88 

ウ 学生が自主的に学習するための環境が整備されているか 3.00 
エ 防災、防犯に対する安全管理体制は整備されているか 3.50 

 
（2） 現状および問題点と改善策 

 
ア. 施設・設備は、教育上の必要性に十分に対応できるように整備されているが老朽化が

見られる個所もあるため、先ずは学生が使用する机や椅子などから整備を始めている

ところである。 
パソコン、スクリーン・プロジェクタ―の配置についても、各教室に設置をした。 
空き教室を活用し学生が自由に利用できるラウンジや、ポットや電子レンジの設置を
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行った。 
各教室内において PC を使用した授業を実施するため、次年度からクロームブックを

使用した授業を行い検討しながら進めていく。 
実習用設備は毎年実習室ごとに見直しを行い、定期的に検討した上で導入している。 
バリアフリー等については、該当学生が在学していないため、今後の検討課題とする。 

イ．医療秘書学科と診療情報管理学科については、学生全員が病院実習を実施している。

ブライダル学科においても、ホテルやゲストハウスでのインターンシップを行ってい

るが、経営経理学科では業務内容の関係もあり、受け入れ企業の確保が難しい面があ

るが、受け入れ先の確保をするべく、企業開拓を行う。 
ウ．スクールバス運行時間の関係があり、放課後の補習時間に制限がある。 
エ．防災に関する計画書および災害時の行動マニュアルを整備している。また、マニュア

ル点検のため一斉防災訓練を年１回実施している。 
また、原子力発電所から 30ｋｍ圏内に立地しているため、県の指導により放射能事故

対応マニュアルを作成した。 
 

◇７  学生の受け入れ募集      総合評価 3.50 

 
（１）評価 

評 価 項 目 評価（4～1） 
ア 学生募集活動は、適正に行われているか 3.63 
イ 学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 3.38 
ウ 学納金は妥当なものとなっているか 3.50 

 
（２）現状および問題点と改善策 

 
ア．教育内容や就職状況等を積極的に公開し、資料請求者やその保護者の立場に立ち、誇

大な表現は避け、解り易い説明で、事実を正確に伝えるよう心掛けている。 
志願者からの問い合わせや相談についても、学園全体の企画広報室の他に、各校ごと

に広報担当者を置き、適切に対応している。 
未経験の教員をガイダンスに同行させるなど、学校説明ができる教員を増やし、全教

員で学生募集活動に取り組む。 
イ. 就職実績や資格取得実績など、教育成果は正確に伝えられており、本校の教育内容や

成果を十分理解できるように「入学案内」や「Ｗｅｂページ」、「学校見学会」、

「オープンキャンパス」など改革を進めているところ。各種イベントなども、時系列

でホームページやＳＮＳ上にトピックスとして情報提供している。 
ウ．学納金は、教育内容、学生および保護者の負担感等を考慮し、他校の状況や経済状況

から見ても、総合的に見て妥当な水準である。また、2025 年度より学生駐車場使用料

やスクールバスパスポート購入料は廃止となった。 
 
◇８  財務         総合評価 3.31 

 
（１）評価 

評 価 項 目 評価（4～1） 
ア 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 3.38 
イ 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 3.25 
ウ 財務について会計監査が適正に行われているか 3.25 
エ 財務情報公開の体制整備はできているか 3.38 
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（２）現状および問題点と改善策 

 
ア．各年度の収支とこれまでの蓄積を充て、借入をせずに自己資金で賄ってきており、財

務諸表の通り財務基盤は安定していると考えている。今後も中長期的に安定して入学

者を確保するための計画、戦略を実施し財務基盤の強化に努める。 
イ．学校運営にとって、財務基盤の安定確保は最重要課題であり、法人全体としても厳格

な予算編成を行っている。学園全体の予算編成方針に基づいて計画を立案し、各校の

運営計画に従って予算を執行している。 
  今年度は各所に投資をしたので、学生募集にさらに力を入れ回収し、財務基盤さらな

る安定を目指す。 
ウ．会計監査については、税理士の指導を受けながら会計処理を行った上で、公認会計士

による外部監査、本法人の監事２名による内部監査を毎年度２回（5 月と 12 月）実施

しており、指摘事項があった場合は適切に是正措置を講じている。 
エ．2011 年度より私立学校法の規定に従って、財務諸表等を作成し、理事会の承認を得て

公開している。 
 
◇９  法令等の遵守       総合評価 3.63 

 
（１）評価 

評 価 項 目 評価（4～1） 

ア 
法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされている

か 
3.63 

イ 個人情報に関し、その保護のための対策が取られているか 3.75 
ウ 自己評価の実施と問題点の改善に努めているか 3.50 
エ 自己評価結果を公開しているか 3.63 

 
（２）現状および問題点と改善策 

 
ア．県・国に関係書類を提出し運営許可を得ている。また、法令や設置基準に対しては、

設置基準者が把握し遵守している。教職員に対しては法令の改正、新法令の制定など

が発生する都度、研修会などを通して注意を促している。 
  不明な点は、都度県などに確認し、適正に進めている。 
イ．「個人情報管理規定」を策定し、個人情報の適正な管理運用に努めている。日常の個

人情報の取り扱いにおいて、個人情報の保護に対する意識付けを強化し、定期的な注

意喚起を行う。今年度よりすべての教職員にノートＰＣが配布され、個人情報の流出

等、情報漏洩の対策はさらに強化していかなければならない。 
ウ．自己評価については、「学校自己評価委員会」を組織し、定期的な評価を通して問題

点を明らかにするとともに、その対策および改善策を検討している。 
エ．自己評価結果については、自己点検評価報告書を作成し、学園ホームページで公開し

ている。 
 
◇10  社会貢献・地域貢献    総合評価 2.54 

 
（１）評価 

評 価 項 目 評価（4～1） 

ア 
学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行って

いるか 
2.50 

イ 学生のボランティア活動を奨励、支援しているか 2.88 
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ウ 
地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の

受託等を積極的に実施しているか 
2.25 

 
（２）現状および問題点と改善策 

 
ア．先ずは学生に向けてパソコン教室を企画したが、参加者がいなかった。次年度は計画

を立て直し新たな企画をする。 
  また、学校教育から離れた後も生涯わたって学び続けられるような学校として、リカ

レント教育の基盤を作っていく。 
  子供講座を開き、職業体験のようなものができるとよい。 
イ．水戸市の「地域活性化」として学生による学校周辺の清掃活動やイベントなどへの積

極的参加を奨励している。 
ボランティア活動は、引き続き地域や各施設等からの要望により、希望者については

活動内容を精査の上、奨励する。 
また、授業の中にボランティア活動も取り入れ、ホスピタリティを学べるようにして

いく。 
ウ. ハローワーク等と連携し社会人向け講座の検討や、学校として地域の方々に向けたセ

ミナーなどの企画を考えていく。 
 
◇基準 11  国際交流    総合評価 0 

 
（１）評価 

評 価 項 目 評価（4～1） 

ア 
留学生の受け入れについて戦略を持って国際交流を行っている

か 
0 

イ 
受け入れ・派遣、在籍管理等において適切な手続きがとられて

いるか 
0 

ウ 学修成果が評価される取り組みを行っているか 0 
エ 学内で適切な体制が整備されているか 0 

 
（２）現状および問題点と改善策 

 
現在、留学生の受け入れは、行っておりません。 

以 上 
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